
  

  

  

  

  

  

  

  

    

    

■■  全全国国にに先先んんじじてて特特別別栽栽培培化化をを進進めめ、、消消費費地地やや卸卸業業者者にに「「環環境境ににややささししいい米米づづくくりり」」ををアアピピーールル

すするるここととでで、、越越前前たたけけふふ米米ののイイメメーージジアアッッププをを図図りりななががらら、、少少ししででもも「「高高くく売売れれるる米米をを作作ろろうう」」

とといいうう生生産産者者のの努努力力がが十十分分にに報報わわれれるるよようう、、品品質質やや食食味味のの一一定定基基準準をを超超ええるるももののににはは新新ししいい

買買入入制制度度をを実実施施すするるここととでで、、意意欲欲ああるる生生産産者者をを支支援援ししまますす。。  

■■  品品質質のの良良いい山山間間地地でではは全全戸戸ででココシシヒヒカカリリのの特特別別栽栽培培化化、、平平坦坦地地ににおおいいててはは大大規規模模経経営営体体をを中中

心心ににああききささかかりりをを含含めめたた特特別別栽栽培培化化とと直直播播栽栽培培のの導導入入にによよりり労労働働力力やや熟熟期期のの分分散散をを図図りり、、品品

質質向向上上をを目目指指ししままししょょうう。。  

 

  

■■  管管内内のの水水田田はは土土壌壌のの保保肥肥力力、、腐腐植植含含量量がが低低いいだだけけででななくく、、けけいい酸酸値値はは基基準準値値のの１１５５．．００㎎㎎//１１００００gg

よよりり著著ししくく低低いい状状況況がが慢慢性性的的にに広広ががっってていいまますす。。ここののたためめ、、今今後後とともも天天候候にに左左右右さされれずずにに水水稲稲

のの収収量量とと品品質質・・食食味味のの安安定定化化をを図図るるたためめにに、、土土づづくくりり肥肥料料（（特特にに珪珪酸酸質質資資材材））のの継継続続ししたた施施用用がが

絶絶対対的的にに不不可可欠欠でですす。。  

■■  おおいいししいい、、登登熟熟のの良良いい米米づづくくりり、、産産米米のの大大粒粒化化ににはは、、稲稲のの根根のの分分布布をを拡拡げげ、、健健全全なな発発達達がが求求めめ

らられれるるたためめ、、丁丁寧寧なな耕耕ううんん作作業業でで、、作作土土深深１１５５㎝㎝ををししっっかかりり確確保保ししままししょょうう。。  

  

  

■■  登登熟熟初初期期のの高高温温にによよるる品品質質低低下下をを防防ぐぐたためめ、、ココシシヒヒカカリリややああききささかかりりのの出出穂穂期期がが８８月月１１００日日以以

降降ととななるるよようう、、播播種種期期はは平平坦坦地地でで５５月月２２日日、、山山間間地地でで４４月月２２３３日日以以降降、、田田植植ええはは平平坦坦地地でで５５月月２２００日日、、

山山間間地地でで５５月月１１５５日日以以降降ととししままししょょうう。。  

■■  田田植植ええ期期ににああわわせせたた適適期期播播種種をを徹徹底底しし、、老老化化ししてていいなないい、、元元気気なな苗苗をを植植ええままししょょうう。。  

  

  

■■  登登熟熟期期のの高高温温にに負負けけなないい強強いい稲稲づづくくりりののたためめ、、ししっっかかりりととししたた中中干干ししとと溝溝ききりりでで無無効効分分げげ

つつのの抑抑制制とと直直下下方方向向へへのの根根のの伸伸張張をを促促進進ししままししょょうう。。  

■■  平平坦坦地地やや特特別別栽栽培培（（無無化化学学肥肥料料栽栽培培））でではは出出穂穂期期以以降降のの栄栄養養凋凋落落がが懸懸念念さされれるるたためめ、、穂穂肥肥

のの施施用用をを省省略略せせずず、、間間断断通通水水をを徹徹底底ししままししょょうう。。  

 

  

  

  

  

 

越越前前たたけけふふ米米（（特特選選ししききぶぶ米米））ののブブラランンドド力力をを高高めめてていいくくたためめ、、「「重重点点技技術術対対策策」」にに取取りり組組みみ、、消消費費

者者かからら信信頼頼さされれるる「「高高品品質質」」でで「「良良食食味味」」なな米米づづくくりりをを実実践践ししままししょょうう。。  
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□「疎植・細植え・適正肥料」の徹底 □ 

・ 栽植密度を５０株/坪以下、1株の植え付け本数を３～４本としましょう。 

・ 基肥窒素を減肥し、適正な籾数を確保しましょう。 

・ 穂肥が必要な栽培体系では、穂肥は省略せず、必ず施用しましょう。 



 

 

 

 

インセンティブとは                 

人や組織のモチベーション（やる気）を誘引するもの。

代表的なものとして金銭的報償、社会的評価、自己実現

の場の提供などがある。 

金銭的報償には、基本的な対価のほかに、個人の成果

が目標に対する達成度などの基準を満たした場合、それ

に応じて個人に支払われる「インセンティブ・システム」

がある。 

 

■ 福井県特別栽培農産物認証制度 ■ ～ 安全・安心を食卓へ ～ 

 

 

 

 

 

 

 

インセンティブ買入制度の対象は、県の認証についてＪＡ越前たけふの団体申請、指定農

薬成分以内の使用を行った者のみとします。品種はコシヒカリに加え 24年度よりあきさかり

もこの対象となります。整粒歩合や食味値を測定するため、倉前出荷（良質米施設を含む）

が原則ですが、カントリーでの受入れについても現在検討中です。 

 

■ 23 年度特別栽培取組み農家の声 ■ ～アンケート調査より～ 

・整粒値、食味値ともに高く設定され、期待感が持てない。 

・２等になった場合は、慣行栽培米と一緒な価格になることに納得がいかない。 

・価格差がないのなら、量をたくさん獲った方が良い。 

・特別栽培米のカントリーへの出荷対応と買入制度も考えてほしい。 

・コシヒカリ以外の品種についても特別栽培やインセンティブの対象としてほしい。 

・除草管理や穂肥の散布など通常より多大な労力を要するため、見返りのある価格設定を。 

 

■ 24 年産米のインセンティブ買入制度 ■ ～ いいものには良い評価を ～ 

平成 24年度の水稲生産にあたり、特別栽培コシヒカリならびにあきさかりの高品質、高食

味米について以下のとおり買入（概算金、加算金の支払い）を行います。 

 

特別栽培１等 

整粒判定 70％以上 

整粒・食味値 

 

品種 食味値 85 以上 食味値 80 以上 85 未満 
右記以外 

特別栽培２等 

コシヒカリ 17,000 円概算 15,000 円概算 
慣行比 

1,000 円加算 

慣行比 

500 円加算 

あきさかり 慣行比 800 円加算 - 

 
～コシヒカリ、あきさかりで特別栽培米に取組もう！～ 

単位：1俵あたり 

初心者コース 認証区分 ④ 

農薬：当地比 5割以上減 

化学肥料：当地比 5割以上減 

農薬成分や化学肥料の窒素量を通

常と比べ５割以上削減して栽培し

た農産物。 

中級コース 認証区分 ③ 

農薬：当地比 5割以上減  

化学肥料：栽培期間中不使用 

農薬成分を通常に比べ５割以上削減し

て、化学肥料窒素を使用しないで栽培し

た農産物。 
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あきさかり認証区分④ 

 （減農薬・減化学肥料栽培） 

コシヒカリ認証区分③ 

 （減農薬・無化学肥料栽培） 

月 

生育時期 

作業項目 肥料・農薬 作業項目 肥料・農薬 

９ 23 年産作物収穫 ２４年産のスタート （大麦の場合は６月から） ２４年産のスタート （大麦の場合は６月から） 

10 土づくり 
土改材散布 

秋耕し 

ケイカル５００㎏/反（ＪＡ助成有） 

作土深１５㎝以上の確保 

土改材散布 

秋耕し 

ケイカル５００㎏/反（ＪＡ助成有） 

作土深１５㎝以上の確保 

10～12月の間2ヶ月間 「ふゆみずたんぼ」 冬期湛水管理 

4 

５ 

６ 

７ 

８ 

育苗期 

 

 

 

 

移植期 

 

活着期 

 

有効分げつ期 

無効分げつ期 

 

幼穂形成期 

 

 

出穂期 

 

登熟期 

 

成熟期 

収穫期 

播種 

 

 

 

耕起・整地 

田植え 

山間地 5/15 以降

平坦地5/20以降 

溝きり 

中干し 

一斉草刈りデー 

 

 

 

 

間断通水 

 

 

 

 

 

刈取 

温湯消毒済種子を使用（ＪＡ委託） 

ダコニール１０００ ０．５ℓ/箱 

嵐プリンス粒剤 ５０g/箱 

くみあい床土 

 

すご稲有機３５５ ５０kg/反 

ダブルスターＳＢ粒剤 １kg/反 

（ジャンボ剤の使用も可） 

クリンチャー粒剤 １～1.5kg/反 

 

ラウンドアップ液剤（畦畔） 

しきぶ有機８１１ １０kg/反 

しきぶ有機８１１ １０kg/反 

山間地では７㎏/反を２回 

ダントツ剤 

スタークル剤 

 

播種 

 

 

 

耕起・整地 

田植え 

山間地 5/15以降 

平坦地 5/20以降 

溝きり 

中干し 

一斉草刈りデー 

 

 

 

 

間断通水 

 

 

 

 

刈取 

温湯消毒済種子を使用（ＪＡ委託） 

ダコニール１０００ ０．５ℓ/箱 

嵐プリンス粒剤 ５０g/箱 

くみあい床土（有機肥料使用） 

 

しきぶ有機６６６ ６０kg/反 

ダブルスターＳＢ粒剤 １kg/反 

（ジャンボ剤の使用も可） 

クリンチャー粒剤 １～1.5kg/反 

 

ラウンドアップ液剤（畦畔） 

しきぶ有機８１１ ２５kg/反 

しきぶ有機８１１ ２５kg/反 

山間地では２０㎏/反を２回 

ダントツ剤 

スタークル剤 

 

 

 

 

 ９ 

２4 年産作物収穫 翌年産のスタート（そばの場合は 11 月から） 翌年産のスタート（そばの場合は 11 月から） 

10 土づくり 
土改材散布 

秋耕し 

ケイカル ５００㎏/反（ＪＡ助成有） 

作土深１５㎝以上の確保 

土改材散布 

秋耕し 

ケイカル ５００㎏/反（ＪＡ助成有） 

作土深１５㎝以上の確保 

10～12月の間2ヶ月間 「ふゆみずたんぼ」 冬期湛水管理 

 

 

 

 

 

 

□ ひとつの農薬成分の使用回数は栽培期間中いずれも 1 回まで □ 

□ ２３年産からの変更点とあきさかりの認証について □ 

・ あきさかりの基肥については、コシヒカリと同様のすご稲有機３５５となっています。 

・ 無化学肥料栽培の初期生育や穂肥の速効性を勘案し、基肥と穂肥のＡＬＬ有機肥料を変更しました。 

・ 直播栽培において紋枯病が多発しているため、本田での紋枯れ予防剤（リンバー粒剤）を設定しまし

た。この登録にあたり、いもち剤の変更（イモチエース粒剤→オリゼメート粒剤）と種子粉衣の殺虫剤

（アドマイヤー水和剤）が使用できなくなりますので注意してください。 

・ ＪＡ越前たけふでは、けい酸補給と酸性土壌の改善のため、ケイカル５００㎏散布に対し、購入経費助

成（３，０００円/反）と散布費用の支援（２，０００円/反）を行っています。 
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出荷された 特別栽培米 

特別栽培米 現地作見会 

２
４
年
度
よ
り
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別
栽
培
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証
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申
請
期
限
が
３
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に
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更
に
な
り
ま
し
た
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